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土屋 育子，井上 智絵，柏 雲瀚，姚 遠88
＊57余叔岩（1890-1943）、名は第祺。原籍は湖北省羅田。祖父は余三勝、父は余紫雲という梨園一家に生まれる。老生俳
優。譚鑫培、姚増禄らから教えを受ける。声変わりを経て1918年に舞台に復帰してからは、楊小楼、梅蘭芳らとともに名
声を得た。1928年に病気を理由に、チャリティー公演や同業者組合主催の公演を除き俳優としては引退をしたが、その後
も京劇に関わる仕事を続けた。余派の創始者として多くの弟子を育てたが、このうち特筆すべき弟子は女性で老生俳優の
孟小冬である。1931年には、本文にあるように梅蘭芳とともに国劇学会の発起人となった。
＊58尚和玉（1873-1957）、原名は璧。直隷宝坻（今は天津市に属す）の人。武生役者。1925年に梅蘭芳劇団に加入し、のち
に自ら劇団を組織して北京・天津近辺で公演を行い、名声をほしいままにした。北平中華戯曲学校、富連成、栄春社など
で教え、また50年代には中華戯曲学校に招かれ、多くの弟子を育てた。
＊59王瑤卿（1881-1954）、旦（女性役）の役者。梅蘭芳らを育てた。『訳注（続）』に既出。
＊60朱桂芳（1891-1944）、原名は裕康、字は雲培。芸名の小四十は、父親朱文英の芸名朱四十からとったもの。本籍は蘇
州、北京に生まれる。幼少の頃より家学で芸を学びはじめ、長春科班（京劇俳優養成所）に入り、武旦（主に立ち回りを
する女役）を専門とした。養成所を修了した後は、様々な劇団に出演し、特に梅蘭芳との共演が一番長かった。1919年、
梅蘭芳と共に来日公演を行った。
補注１「定軍山」：『三国志演義』の一場面。黄忠は、曹操軍の夏候淵が守備する定軍山を攻略する。
補注２「責蜡廟」：『施公案』の一場面。地主の費徳功は、民間の女を拐かすなど悪事を働いている。訴えを聞いた施世綸は
一計を案じ、費徳功をおびき寄せて生け捕りにする。
補注３「八大槌」：「断臂説書」とも。宋の岳飛は朱仙鎮で金軍の兀朮と対峙していた。兀朮が養子の陸文龍を敵と戦わせる
と、岳飛軍は連敗してしまう。岳飛は、陸文龍が宋の地方官の子であることを知り、降伏を勧める手紙を陸に送って味方
に引き入れる。
補注４「悪虎村」：『施公案』の一場面。施世綸が地方へ赴任する道中を案じ、黄天覇は跡を追う。施世綸は、悪虎村の濮天
雕・武天虬夫婦に捕らわれる。黄天覇は仲間と悪虎村に攻め込み、施世綸を助け出す。
補注５「連環套」：『施公案』の一場面。「盗御馬」に続けて上演される。竇爾墩は黄三太に恨みがあり、梁九公の御馬を盗
み、黄三太が盗んだと書き付けを残して去る（盗御馬）。梁九公は、すでに亡くなっている黄三太の仕業ではないと見破
り、息子の黄天覇に犯人を捕まえるよう命じる。黄天覇は犯人が竇爾墩だと知り、武術比べをして御馬を取り戻す。
補注６「蹟碑」：「李陵碑」とも。宋代を舞台とする所謂「楊家将」ものの一場面。遼国討伐の先鋒となった楊継業は、息子
の六郎、七郎とともに出陣する。かねてより楊家に恨みを抱く司令官の潘洪は援軍を送らず、孤立した楊継業は遼軍に包
囲される。潘洪は救援を求めてきた七郎を射殺する。飢えと寒さに力尽きた楊継業は、李陵碑に頭を打ち付けて死ぬ。
補注７「御碑亭」：王有道は科挙受験のため都へ上る。妻の孟月華は実家からの帰り道、雨に遇って御碑亭で雨宿りする。た
またま柳生春も上京の途中、御碑亭に雨宿りするが、一晩中一言も交わさず雨が止むとすぐに立ち去った。王有道は帰宅
して御碑亭での事を知り、妻の不貞を疑い離縁を迫る。及第した王は柳から真相を聞き、妻に許しを請い、柳と妹の淑英
とを婚約させる。
